
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年９月１９日 ０５時５５分頃 

発生場所 愛知県南知多町日間賀島南方沖 

日間賀港第６号防波堤灯台から真方位１６１°８７０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４１.７′ 東経１３７°００.０′） 

事故の概要  遊漁船T R E X
ティーレックス

 Ⅸは、東進中、また、漁船滝
たき

栄
えい

丸は、船首を西方に

向けて錨泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和６年１０月１０日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊漁船 TREX Ⅸ、６.３トン 

   ＡＣ２－３８７０（漁船登録番号）、個人所有 

第２７２－２４２８９号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 漁船 滝栄丸、３.６トン 

   ＡＣ３－３７７５５（漁船登録番号）、個人所有 

第２４０－３６０１０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部外板に破口 

Ｂ 右舷船首部のアンカーローラーに破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０５時３８分 

太陽の高度及び方位：高度 約３°、方位 約０９０°（令和６年９

月１９日０５時５５分） 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客４人を乗せ、南知多町師

崎漁港（片名）の係留地を出発し、愛知県田原市伊良湖岬沖の釣り場

へ向かった。 

船長Ａは、操舵室右舷側の操縦席に腰を掛け、レーダーのレンジを

２海里に設定し、主に目視（肉眼）で見張りを行い、約８ノットの対

地速力で手動操舵によって操船していた。 

Ａ船がＡ船の船首を日間賀島と南知多町築
つく

見
み

島との間の水路に向け

て東進を始めた際、船長Ａは、日出直後の太陽光の海面反射によって

前方が見づらくなったが、偏光サングラスを掛けていたので、他船の

存在の有無については気付くことができると思っていた。 

船長Ａは、レーダーを作動させていたが、レーダー画面に太陽光が



差し込み、レーダー映像を識別することが困難であると感じた。 

船長Ａは、Ａ船が築見島側（南方）の海苔養殖施設に寄っているこ

とに気付き、また、同施設の周辺で小型船が数隻航行していたので、

水路の中央を航行しようと考え、Ａ船を左に約１０°変針させた。 

船長Ａは、太陽光をほぼ正面に受けながら操船し続けていたとこ

ろ、正船首方約２０ｍ先にＢ船を認めたので、直ちに減速するととも

に左舵を取って衝突を避けようとしたものの、Ａ船の右舷船首部とＢ

船の右舷船首部とが衝突した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

船長Ａは、Ａ船及びＢ船に負傷者がいないこと及び両船の損傷状況

を確認した後、本事故の発生を１１８番通報し、所属する漁業協同組

合にも本事故の発生を連絡した。 

船長Ａは、来援した僚船に釣り客全員を移乗させた後、Ａ船を係留

地に帰港させた。 

Ａ船は、レーダー画面が操舵室の船首側窓ガラスの下に設置され、

同画面が斜めになって後方の操縦席に向いていた。また、晴れの日で

あっても、同画面の映像が見える設置状態であった。（写真１参照） 
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写真１ レーダー等の配置（船長Ａ提供） 

Ｂ船係留地 

下瀬礁灯標 

事故発生場所 

（令和６年９月１９日 

０５時５５分頃発生） 

日間賀港第６号防波堤灯台 

Ａ船 

師崎漁港（片名） 

日間賀島 

築見島 

海苔養殖施設 

愛知県 

南知多町 



Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、南知多町日間賀漁港の係留地を

出発し、日間賀島南方沖で主機を止めて船首から錨を入れて錨泊し、

上げ潮に伴う東流によって船首が西方を向いた状態で一本釣り漁をし

ていたが、錨泊中を示す黒色球形形象物を掲げていなかった。 

船長Ｂは、船首方２００～３００ｍほど先に接近するＡ船を視認し

たが、これまで航行中の他船が錨泊中のＢ船を避けていたので、今回

もＡ船が錨泊中のＢ船を避けると思い、後部甲板で北方（右舷方）を

向いて釣りを続けていた。しかしながら、Ａ船が針路を変えないまま

接近するのを見て衝突の危険を感じ、手を振って大声を発したもの

の、Ｂ船とＡ船とが衝突した。 

Ｂ船は、電子ホーンを備えており、同ホーンには電源が入っていた

が、船長Ｂは同ホーンを鳴らして注意喚起することに思いが至らな

かった。 

Ｂ船は、事故発生場所に到着した巡視艇に接舷した後、横抱き状態

で係留地に戻された。 

本事故時、船長Ａ及び釣り客４人は救命胴衣を着用していたが、船

長Ｂは救命胴衣を着用していなかった。 

分析 (1) Ａ船 

① 船長Ａは、Ａ船を東進させていた際、太陽光をほぼ正面から

受けて前方の確認が困難な状況において、偏光サングラスを掛

けていることから、前路に他船がいれば気付くと思い、約８kn

の速力を維持していたものと考えられる。 

② 船長Ａは、操舵室内に船首方から太陽光が差し込んできて同

室内がまぶしく感じたことから、レーダー画面を見ることな

く、船首方に見える小型船群を目視で見張りを行っていたもの

と考えられる。 

③ レーダー画面は、操舵室の構造から、②の状況であっても、

映像が見える状態であったものと考えられる。 

④ ①～③から、Ａ船は、東進中、船長Ａが錨泊中のＢ船に気付

くのが遅れ、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、釣りをしながらＢ船を錨泊させていた際、これま

での経験から、航行中の他船が錨泊中のＢ船を避けると思って

いたものと考えられる。 

② 船長Ｂは、接近するＡ船を視認していたものの、①のように

錨泊中のＢ船を避けると思い、継続的にＡ船の動静に注意を

払っていなかったものと考えられる。 

③ ①及び②から、Ｂ船は、錨泊中、Ａ船に対する船長Ｂの避航

動作が遅れ、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が太陽光をほぼ正面から受けながら東進中、Ｂ船が



船首を西方に向けて錨泊中、船長Ａが、レーダーを使用せずに目視で

見張りを行い、船首方の確認を適切に行わなかったため、Ｂ船に直前

まで気付かず避航動作が遅れ、また、船長Ｂが、航行中の他船が錨泊

中のＢ船を避けると思い、継続的にＡ船の動静に注意を払っていな

かったため、Ａ船に対する避航動作が遅れ、両船が衝突したものと考

えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の船長は、太陽高度が低い時間帯に太陽の方向に向けて

航走する際、前方が太陽光で確認しにくい場合は、目視のみの見

張りに頼らずレーダーでの見張りを併用すること。 

・小型船舶の船長は、錨泊中、接近する他船を認めた場合、航行中

の他船が錨泊中の自船を避けると思わず、早めに衝突を避けるた

めの措置を採ること。 

・漁船の船長は、有効な音響による信号を行うことができる器具を

使用できる状態にしておき、錨泊時や操業時に接近する他船を認

めた場合、他船が自船に気付いていない可能性を考慮して余裕の

ある時機に注意喚起を行うなど、衝突を避けるための措置を採る

こと。 

・漁船の船長は、暴露甲板上では、常時、救命胴衣を着用するこ

と。 

・船長は、錨泊する場合、錨泊中であることを示す法定の黒色球形

形象物を掲げること。 

 


